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ＳＮＳ等の利用においては、根底にあるモラ
ルの遵守を目指し、社会に参画する意義を理
解させるよう努めてもらいたい。

情報の授業や警察による非行防止教室
を通じて、ＳＮＳの利用について注意
喚起を行っている。学校としても、生
徒の周辺に危険が潜んでいることを忘
れないようにしなければならない。

インターネットによるなりすまし詐欺などト
ラブルが多発しています。危険性を理解させ
て、取り返しのつかない事態にならないよう
に指導が必要。

東温高校に行けば「こんな勉強ができて、こ
んな資格が取れて、こんな出口がある」とい
うような目玉となる進路指導の特色があれば
入学生徒数の増加につながるのではないか。

１年次から進学に対する意識を高める
必要性を感じている。保護者に対して
も講演等を通じて、進学意識を高めて
いきたい。

コロナ禍で企業の求人も変動しており、その
中での就職活動は大変苦労していると感じ
る。

コロナによる影響はあまり感じられな
いが、先行き不透明なことに変わりは
ない。インターンシップ等を通じて、
地域と連携し、地域の将来を担う人材
の育成に努めていきたい。

インターンシップについては、キャリア教育
の観点からも事前・事後指導を充実し、積極
的な就職活動に努めていただきたい。

各教員によって指導の仕方が違うことを耳に
している。統一が必要ではないか。

統一した指導を行いやすいように、規
程を見直した。

読書習慣の大切さを引き続き指導していただ
きたい。

朝読書や図書委員からの啓発等を通じ
て、読書の大切さを指導していきた
い。

進路指導
医療、福祉系の就職が少ないのが少し寂しい
です。

医療、福祉系を希望する生徒の多くは
専門学校に進学している状況である。

教職員の進路に対する評価が低くなってお
り、より高い目標を持たせる必要性を感じ
る。

多種多様な生徒の進路に対応し、進学
後の学力も保障するために、来年度か
ら補習の在り方を大幅に見直した。

学習指導
生徒の進路や学力に応じて、わかりやすい授
業の工夫に努め、生徒が主体的に授業に参加
できるように取り組んでいただきたい。特
に、ＩＣＴを活用した授業については、効果
的な指導の在り方を調査研究したり、先進校
の指導方法を取り入れたりして工夫していた
だきたい。

一人一台端末と電子黒板が導入され、
ＩＣＴ教育の環境が一気に整った。し
かし、これらを有効活用しなければ意
味がない。研修等を重ね、生徒が主体
的に参加できる授業を構築し、教員も
成長しなければならない。

コロナ禍でリモートによる授業など大変で
あったと思われますが、今後まだまだ続くこ
とが予想されるので、今後も家庭学習が充実
を継続していただきたい。

来年度から「スタディサポート」を導
入する予定である。形だけにならない
よう、端末を利用した家庭学習の充実
に努めたい。
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２　学校運営への提言
健全な学校運営がなされているのは、校長先
生をはじめ教職員の皆様の日々のたゆまぬ努
力のたまものだと理解しており大変感謝して
いる。伝統ある東温高校をよろしくお願いし
たい。

２年間のコロナ禍で、人と人との交流
が減っている。今年度は「どんぐり拾
い」で地元の幼児との交流はできた
が、地域の行事への参加や交流はほぼ
なくなってしまっている。コロナが終
息すれば地域との交流も積極的に行っ
ていきたい。
また、こういう時だからこそ普段から
の校内外での挨拶を大切にし、登下校
中のマナーアップを意識し、地域に愛
される東温高としてさらに発展させて
いきたい。

校外においても挨拶がしっかりとできてい
る。電車内のマナーも良い。コロナによって
ストレスも溜まっているいる中、真面目な生
徒が多いと思う。

学校を訪問した時の際の生徒さんから挨拶を
してもらったり先生方の忙しく活動されてい
る姿を拝見し東温高校はコロナ禍でも大丈
夫！と思う。先生と生徒の信頼関係をコロナ
禍であるゆえに強く継続していただきたい。

東温市の唯一の高校として、今後もっと地域
活動に力を入れてほしいと思う。就職者も多
いので、社会参加は卒業してから、必ず役立
つと思う。

「えひめ学校教育サポーター企業」を
活用し、就職希望の生徒への職業意識
の啓発を行っていきたい。また、商業
科では東温市の企業、地域資源に関し
て理解を深め、地域を担う人材の育成
に取り組んでいる。これからも地元企
業と協力して、職業理解を深め、自己
理解並びに自己管理能力を育成した
い。

商業科の生徒数の減少を何とか食い止めた
い。東温市や地元企業との連携により新たな
教育カテゴリーを見出すことができればと思
う。

いじめに関する問題は、非常に難しいもので
す。いじめたとする本人に自覚がなくとも、
相手がいじめたと感じてしまえばいじめに
なってしまいます。いじめのない校風作りに
努めていただきたい。

年に３回行われる「困りごとアンケー
ト」を通じて、いじめの発見に努めて
いるが、日頃の生徒観察やいじめを許
さない環境を作ることで、安全・安心
な学校を作っていきたい。

安全教育指導
暗い道を並進しているのを見かける。道路交
通法の理解を深めるべき。

本校周辺は狭い道も多く、生徒の自転
車通学指導が課題である。月１回の登
下校指導を行っているが、これからも
自分の命と他人の命を守る安全教育を
行っていきたい。

安全規範意識などの道徳性は身に付いている
と感じるが、自転車通学生のヘルメットの着
用は、意識が薄れてきていると感じる。

コロナ対応２年目で難しいところもあったか
もしれないが、そのような中で工夫できたこ
とを今後の活動に生かしてほしい。

来年度の２・３年生は、皿ヶ嶺登山や
文化祭など経験していない行事があ
る。生徒主導の行事が途切れないよう
に工夫していきたい。

部活動については、決して指導者が勝利至上
主義に陥ることなく、本来のスポーツを通し
て楽しむ喜びを教えていただきたい。

コロナ禍によって十分な部活動が行え
ていない。勝利だけではなく、プレー
できる喜びも感じさせたい。

人権・同和教育指導
生徒だけでなく、保護者への情報提供、情報
共有により今後も人権・同和教育の推進に努
めていただきたい。

今年度から月１回の「人権の日」に配
られるプリントに保護者の意見を聞く
欄を設けた。生徒にだけでなく、保護
者への啓発活動を今後も継続していき
たい。

生徒、保護者、教職員共に評価が高くなって
いる。日常からの取組、地域や保護者への広
報や啓発など参考にしていきたい。

情報の授業や警察による非行防止教室
を通じて、ＳＮＳの利用について注意
喚起を行っている。学校としても、生
徒の周辺に危険が潜んでいることを忘
れないようにしなければならない。

インターネットによるなりすまし詐欺などト
ラブルが多発しています。危険性を理解させ
て、取り返しのつかない事態にならないよう
に指導が必要。

欠席が気になる生徒については、本人のみな
らず、家庭への適切な働きかけや支援に努め
ていただきたい。

欠席が多い生徒に対して、早い段階で
担任から家庭への連絡を密に取るよう
に心がけている。

来年度から成人年齢の引き下げにより、社会
的責任を負うことになる。高校生は、まだ自
覚が乏しいので、関係機関と連携した指導が
必要ではないか。

地歴公民科と家庭科が連携して消費者
教育を行っている。関係機関による講
義も行い、生徒の意識も向上してい
る。



・ ・文武どちらも力を入れているのがわかるの
で、この方向で引き続きお願いしたい。

５類型８コースのメリットを最大限に
生かし、進路で実績を上げ、部活動を
活発にして東温高の魅力を発信してい
きたい。

「えひめ学校教育サポーター企業」を
活用し、就職希望の生徒への職業意識
の啓発を行っていきたい。また、商業
科では東温市の企業、地域資源に関し
て理解を深め、地域を担う人材の育成
に取り組んでいる。これからも地元企
業と協力して、職業理解を深め、自己
理解並びに自己管理能力を育成した
い。

商業科の生徒数の減少を何とか食い止めた
い。東温市や地元企業との連携により新たな
教育カテゴリーを見出すことができればと思
う。


